
　
オ
ー
ラ
ル
（O

ral

）
は
口
、
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン

（P
hysician

）
は
内
科
医
、
オ
ー
ラ
ル
・
フ

ィ
ジ
シ
ャ
ン
（
口
腔
内
科
医
）
と
は
あ
ま
り
聞

か
な
い
名
前
で
す
が
、
山
形
県
酒
田
市
か
ら
常

に
先
駆
的
な
歯
科
医
療
を
発
信
し
続
け
て
い
る

熊
谷
崇
先
生
が
提
唱
し
、
そ
の
育
成
に
努
め
て

い
る
新
し
い
歯
科
医
師
の
形
で
す
。
熊
谷
崇
先

生
や
オ
ー
ラ
ル
・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
に
つ
い
て
の

詳
細
は
〈
ト
ピ
ッ
ク
ス
〉
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
院
の
副
院
長
（
晝
間
康
明
）
は
、

今
夏
こ
の
研
修
を
修
了
し
オ
ー
ラ
ル
・
フ
ィ
ジ

シ
ャ
ン
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ひるまだより
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医療法人

　
熊
谷
崇
先
生
は
、
80
年
横
浜
市
か
ら
山
形
県

酒
田
市
に
診
療
所
を
移
転
。
予
防
管
理
を
重
視

し
た
先
進
的
な
診
療
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
99
年
に
「
日
本
ヘ
ル
ス
ケ
ア

歯
科
研
究
会
」
を
設
立
し
、
歯
科
界
の
改
革
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
い
な
が
ら
、
04

年
に
成
人
用
と
小
児
用
を
合
わ
せ
た
計
17
台
の

チ
ェ
ア
な
ど
、
最
先
端
の
設
備
を
そ
ろ
え
た
日

吉
歯
科
診
療
所
を
完
成
。
さ
ら
に
「O

ral 
P
hysician

（
口
腔
内
科
医
）
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」

で
後
進
の
育
成
も
始
め
る
な
ど
、
常
に
次
世
代

を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
04
年
、
歯
科
雑
誌「
歯
界
展
望
」が
熊
谷
先
生

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
、
先
生
は
そ

こ
で O

ral Physician 

を「
患
者
の
生
涯
に

わ
た
っ
て
虫
歯
、
歯
周
病
と
い
う
口
腔
二
大
疾

患
の
発
症
と
再
発
を
防
ぐ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
を
診
査
、
診
断
し
、
処
置
方
法
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
内
科
医
的
な
歯
科
医
」と
述

べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
次
号
か
ら
掲
載
し
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。
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ホ と ひ と 息ッ
ヒヤリハット

　昨年一年間に、全国約250の医療施
設で一歩間違えば医療事故になりかね
ないヒヤリハット事例は約18万件あっ
たそうです。ハインリッヒの法則によ
ると、重篤な事故1件の発生に至るま
でには、軽い事故が 29件、さらにそ
の下にヒヤリハットしたことが 300
件あるといわれています。勘違い、思
い違い、先入観など人が人である限り
間違いはありますが、重篤な事故に至
らせないためには日頃のヒヤリハット
を軽視しないことが大事です。
　診療の補助業務でのヒヤリハットの
事例では、看護師による薬の取り違え
がもっとも多かったそうですが、可笑
しなヒヤリハット話を見つけました。
　おばあちゃんの話です。お医者さん
で「お尻に入れなさい」と渡された座薬を、
お汁に入れて飲んでしまいました。 
　では皆様、ご無事でよいお正月をお
迎えください。

オ
ー
ラ
ル
・
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン

ご
あ
い
さ
つ

「
熊
谷
崇
氏
に
聞
く
」
掲
載
に
先
立
っ
て
　

　
＊
次
号
よ
り
掲
載
の
熊
谷
崇
先
生
の
経
歴
と O

ral Physician 

に
つ
い
て
、
記
事
か
ら
引
用
し
て
説
明
し
て
お
き
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク

か
ら

のヒ ル マ ト キ オ

「
ト
ル
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
後
編
　
今
号
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
矯
正
治
療
の
症
例
解
説
は
お

休
み
し
ト
ル
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
矯
正
治
療

　トルクコントロールとは、レクトワイヤーに組み込むトルクの量と歯の移動にかける時間のコントロールです。トルクコン
トロールを行い、歯体移動を行なうという事は「矯正治療の質を高める不可欠なコントロール」と言えるでしょう。

　
今
回
は
ト
ル
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
分
か
り
や

す
い
上
顎
前
突
症
例
を
提
示
し
な
が
ら
、
ア
ン

テ
リ
ア
リ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
前
歯
の
後
退
）
を

行
う
際
に
大
切
な
ト
ル
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
な
お
本
症
例
で
は
、
叢
生

（
歯
の
デ
コ
ボ
コ
）
が
あ
る
た
め
抜
歯
に
よ
り

ス
ペ
ー
ス
を
作
り
上
顎
の
前
歯
を
で
き
る
だ
け

後
退
さ
せ
る
治
療
方
針
で
す
。

～頭部X線規格写真の外形線のトレース図を見てみよう～

～前歯の移動で大切な事～

矯 正 豆 知 識

ク
ー
ル
磨
き

▼
12
月
27
日
（
水
）
は
午
前
中
の
み
の
診
療
で
す
。

▼
年
末
年
始
の
た
め
12
月
28
日
（
木
）
〜
１
月
４
日

（
木
）
休
診
し
ま
す
。
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ク
ー
ル
磨
き
（
ク
ー
ル
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
）

と
は
聞
き
慣
れ
な
い
磨
き
方
で
す
が
、
当

院
で
は
こ
れ
か
ら
こ
の
方
法
を
指
導
し
て

い
き
ま
す
の
で
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
方

法
の
最
大
の
特
長
は
、
図
の
よ
う
に
口
の

中
を
一
筆
書
き
の
要
領
で
一
周
し
な
が
ら
、

す
べ
て
の
歯
を
磨
く
こ
と
で
す
。
「
一
筆
み

が
き
」
と
覚
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
ク
ー
ル
と
は
区
切
り
の
意
味
で
、
５
分
間

で
一
周
を
目
安
に
１
ク
ー
ル
と
し
、
毛
先
（
歯

ブ
ラ
シ
）
を
替
え
て
も
う
１
ク
ー
ル
計
２
ク

ー
ル
磨
く
の
が
標
準
で
す
。

上顎骨：上顎前歯は治療前後で歯軸が平行に後退（歯体移動）し、根尖部（歯
の根の先）も後退している事がわかります。
下顎骨：下顎前歯も同様に、歯軸が平行に移動（歯体移動）しています。

上顎骨

下顎骨

～トルクコントロールのまとめ～

　前歯を後退させる量が多い症例では、前歯を歯体移動させる事によって過度に舌側傾斜させない事が重要です。それには
歯体移動に充分時間をかけることが必要です。上顎前歯の後退を急ぎ過ぎた場合、前歯は過度に舌側に傾斜します。その場
合、上下顎前歯の重なりが深くなり過ぎ不安定な咬合になるなど様々な問題が発生します。
　では、歯体移動に時間がかかるのはなぜでしょうか？
　歯冠部は歯槽骨から出ているため動きやすいものの、歯根部
は歯槽骨の改造減少を待ちながらの移動となるため、移動を急
いでしまうと歯冠部の移動が先行し歯根部の移動が遅れるため
傾斜移動になってしまいます。
　また、厳密には前歯を後退させる場合、まず傾斜移動により
歯冠部が先に移動します。その後ワイヤーのたわみにより根尖
部も移動するのです。そこで、前歯の傾斜角度に注意を払いな
がら後退量やトルクを調整していかなくてはなりません。

実際に前歯を後退させる場合の例
1. まず始めに根尖部（☆）を中心
とした傾斜移動が起きます（点線）。
2. その後、歯冠部のブラケットス
ロットを中心とした回転が起き、
根尖部が移動します
3. 結果的に、歯は歯軸が平行に移
動した歯体移動となります。

　写真黄色いラインは治療開始時、赤いラインは終了時の状態を示しています。
左図で上下顎の前歯がほぼ平行に後退しているのがお分かりになるかと思います。
　右図は上顎骨、下顎骨それぞれの基底面を基準に治療開始時と終了時の顎骨
と歯の位置関係の変化を示したものです。
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